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れ
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華
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磁
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と
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官上吉沢324のし
にお勤の来日新子 Jさん (25)
子さんて23)の長室八五月色 7刀月三和

で身長69雪、体長 8.2九知県ちゃ

んは生まれたとき 2.5九と小古かっ

たが、カぜひとつひプ)1ず丈夫に育

ち、いたづらはかf)してママをE自ら

せる。 1返「必['fIiからノ¥ずハイもでき

るよヨになった。限期ちゃんはお.""

呂が一議好きで、いつも 1'¥.1"¥(こいれ

てもらう。パノでだ J】之、ママは九州

出身。 48年 11120iE--t_ 

襲欝主ヲ帯 e 接種当日Pこ踊 3i，n)弓ぞ経過

幼;巴 C時181"
2回の服用をき

ずませる〉病気等む窪田で受げら

れなかった人は、総3歳にならな

いうちなら受けられます。

'13時30分~15尽きまで。ただ
し諸問の長湯は14時--t5持。

C1tコ f下痢j をしている人はかか

担づけの盟主姉に相談してから受け

てください。百臼ぜき、ジフテ9
F、盟主落!JillL混合予防接種を受けて

からf1諮問j を経過しないと受

線巡回怒草霊

9月25日 須 賀 公 民 館 京 畳 間 公 民

官官民金田i:;.a館

蓄量時津署・ 13時30分~15持まで。ただ

し掠FjJ0会場は14時~15持。

t 26臼平塚保lIl'所旭公民館

*-中央農協土沢安所

襲覇lls厨沼署聾

11月 1臼須賀公民館記公民館

京中央運委協土沢支所.. 27白 神間公民館/Vi守公民館

X援活主主主民飽 t 2臼 八幡公民主官民金庶]公民

安官 民裂旧公民館t 28 日 中 原 公 民 館 金 白 公 民 館

民間担崎公民館 ? 5日平塚保健所横内罰地獄

会場出腰高公民館"29B "し京公a:ffe 平塚市民約

岳E '" 6日大野公民館松原公 民知

神田公.s;':;ftl110月 2臼官、原公民館

10.FJ 3 B プミ争了づ2ミム;弘J

'" 4臼 構内8i主峰、会場

重量判定Eヨ

?臼花水公民館全国公rur出
〉夜間同時公民館

。8日平塚市院中原公民

食10Jl2臼

給食ぞ行なっている。草月白献?のなかからひと

づ制介してみよう。なお、乙の標準献なは名校の

5仕えにあうよう、 ~C 変更される場合もある。

φ 雪月 !IEヨの献立 C予..績格82F弓〉
E内容然パン、 a乳、鯨のみそあえ、フレン

ブーサラダ、フルーツプ')ン

E栄設熱性U31カロ')-、犬ンん向箆34.8号。 I
百}のみ乞あえ作'!Jプ1]1人王子

onJ苦まずるもの，鯨肉60号、 A (柄1菅、ヒでにシ i 
ヨウガ]号、寝泊3哩〉、 B (みそ 5号、計札 3
号〉、口ま 1号、でん粉10);弘揚油10習。

く〉鯨肉 1• 5咋の角切りをAの1t-1こ30分フけこむ

負町内にぜん粉をつけて治百揚げる。 BV村こ水

空少しいれ、さっと預立てあげ鯨をからめ、出C

まをふる。
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感
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広
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廿
じ
て
い
る
土

地
区
間
四
整
理
事
業
に
よ
夕
、
公
開
用

地
と
し
て
穏
保
吉
れ
た
土
地
で
あ
る

ζ
と
は
G
し
よ
う
毒
と
お
り
で
し
亡
現
況
は
む
指
摘
の
と
お
学
排
除
す
る
こ
と
は
、
警
護
な
お
、
話
台
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工
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狭
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了
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近
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力
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車
両
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限
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お
こ
し
工
娘
一
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お
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せ
ん
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出
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せ
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桁
台
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交
C
迷
惑
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叱
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佐
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湾
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な
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友
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っ
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